
 

 

 

 

  

 

 

 

 

クロマト分離用樹脂の試験方法 
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クロマト用強酸性陽イオン交換樹脂ダヤイオン UBK シリーズの試験方法 
      

１．UBK シリーズの化学構造 
ダイヤイオン UBK シリーズは、官能基として硫酸基を有する均一な小粒径の強酸性陽イオ

ン交換樹脂です。 
ダイヤイオン UBK シリーズは、イオン排除用クロマト分離用の Na 形製品と Ca と果糖の相

互作用を利用したクロマト分離用の Ca 形製品があります。 
Na 形の強酸性陽イオン交換樹脂は、電解質（イオン）がイオン交換樹脂に拡散する時に発生

するドナン電位でイオン交換樹脂から排除される（イオン排除）現象を利用して糖等の非電

解質と塩等の電解質の分離や分子量分画によるオリゴ糖分離に使用されています。 
Ca 形の強酸性陽イオン交換樹脂は、Ca と糖との相互作用の差を利用し、フラクトースとグ

ルコースの分離に使用されています。 
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２．実験装置／実験条件 
１）カラム ：２０ｍｍΦ×５００～１０００ｍｍＨ 
２）樹脂層高：３００ｍｍ以上（出来れば５００ｍｍ以上） 

 ３）最低樹脂量：１００ｍＬ 
４）原料負荷量：原料溶液を樹脂量の０．１倍量 

 ５）展開液  ：脱塩水（樹脂量の２～３倍量） 
６）流 速 ：ＳＶ= 1（樹脂体積と同量を１時間で流す） 

  
  ＜実験装置＞ 
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              定量ポンプ  カラム    全量ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ装置 
 
 



３．実験手順 
１）水に浸漬した樹脂をメスシリンダーに入れ、水中の樹脂面が安定するまでメスシリンダー

をゴム棒等で軽くたたき、所定の体積になる様に樹脂量を調整する。 
２）カラム下部のフィルター部分の空気をカラム下部から脱塩水を流して追い出す。 
３）下部から５ｃｍまで脱塩水を張ったカラムに所定の体積の樹脂を脱塩水を使いながら流し

込む。 
４）樹脂を充填した後、樹脂面の上２ｃｍになる様に液面を調整する。 
５）次に所定量の原料を流速ＳＶ１でカラムに注入する。注入した原料が配管に残らないよう

工夫する。 
６）続けて同じ流速で脱塩水をカラムに通水する。 
７）通水開始直後から樹脂量の１／１０の分量（フラクション）で流出液をサンプリングする。 
８）各サンプルを分析して流出パターンを作製する。 
 

 
 ＜流出パターン＞ 
 
 
 
 濃度 
                    非電解質（糖） 
                        
 
             電解質（イオン） 
 
 
 
    0     0.5     １.0     1.5           2.0          
               流出液量（ＢＶ） 
            
 
                                       以 上  


